
協議事項1 資料

「災害と教育」伝承実践交流会

打ち合わせ資料（2026／6／4）

■災害と教育実践交流会の目的
・震災伝承の意義共有と持続的な活動には、教育関係者、教員の理解と協力が不可欠
・そのため、伝承現場と教育現場の交流を図る
・さらに、防災学習と伝承に取り組む教育現場の教員同士の交流を図る
・それによって「震災伝承関係者と教育関係者のコミュニティー」をつくる
・震災起点に、能登半島地震等も含めた災害伝承も視野に交流の輪を広げる



開催概要

■これまでの経緯
・2023年「学校現場での防災学習・震災伝承の充実のために」(全3回)

https://311mn.org/info38
・2024年「能登半島地震、東日本大震災を未来に活かす」

https://311mn.org/info48
・2025年「災害に向き合う教育の未来～あのとき子どもだった教員‧世代が語る～」

https://311mn.org/info66

■4回目・2026年テーマ「災害に向き合う教育の可能性～防災の視点を超えて」
いわゆる「防災教育」は避難訓練、避難所運営といった災害対応のノウハウ的な内容にな

りがちだが、震災伝承現場では、災害に向き合うことで得られる普遍的価値観の共有、いの
ちや尊厳・人権の直視による生き方の模索、思考といった意義がやりとりされている。
その意義を確認、共有してこそ、教育現場での「防災教育」は「教育」になり、それがひい
ては震災伝承の駆動力になると考える。「災害に向き合う教育の可能性」に焦点を当て、防
災を超えた視点で実践活動をする現職教員、震災後に地域の夢を探る復興教育を実践した元
教員の報告を受け、意見交換する。

■参加対象
・全国の教職員(311被災地視察研修に参加した300人に呼びかけ)
・地元3県の教職員と教職を目指す学生、311mnの会員ほか
・オンラインで100名程度、会場参加で50名程度見込み

https://311mn.org/info38
https://311mn.org/info48
https://311mn.org/info66


◆オンライン 7月30日(木) 13:30～16:30

(50分) ①「人権・いのちの教育の視点から」(50分)

大阪市立墨江丘中学校 首席（主幹教諭） 木下祐介さん

(50分) ②「震災直後の復興教育実践の視点から」(50分)

一般社団法人「雄勝花物語」(石巻市)

共同代表/元石巻市雄勝小教諭 徳水博志さん

(40分) ③質疑応答・意見交換

※8月29日までアーカイブ視聴可

◆オンライン報告の模様はアーカイブ配信し、会場開催までに視聴促す

◆現地＆オンライン 8月29日(土) 13:00～17:00

(10分) ①7/30オンライン総括

(50分) ②「震災遺産に向き合う視点から」(50分)

福島県立磐城高校教諭 小峰朱理菜さん

(50分) ③「生きる意味の再構築の視点から」(50分)

埼玉県・開智所沢中等教育学校教諭 藤澤和駿さん

休憩

(50分) ④グループワーク「何を感じたか」

(10分) 全体共有

(50分) ⑤パネル討論

(10分) ⑥事務局から

スケジュール※連続しての参加を呼びかけ



◎報告に求めること

❶趣旨である「防災の視点を超えて」の部分に焦点を当てる

❷何を実践しているか /実践したか、について、できるだけ具体的に実例を紹介する

➌なぜその実践を行うことになったか、について、そもそもの問題意識を詳細に紹介する

❹実践によって児童生徒にどんな変化があったか、何を得たかについて、詳細に紹介する

❺児童生徒だけでなく、学校・教員にどんな変化あったか、何を得たかも、詳細に紹介する

❻テーマである「災害に向き合う教育の可能性」について展望する

※随所でプレゼン報告している内容にとらわれず、上記理解のうえで構成してほしい

◎実務

・チラシを 6月第2週までに作成し、参加募集開始予定

・氏名、肩書、タイトル等をチェック

・プレゼンデータは 7/30分は7/24までに、 8/29分は8/21までにメール で事前提出

・謝礼 (薄謝)、交通費、宿泊費等は追って調整し 阿部より連絡

◎連絡先

 ※実務連絡は311mn 職員・阿部任  info@311mn.org  090 -1375 -6864 

※企画内容全体は武田 shin.takeda1857@gmail.com 090 -7667 -6538

事前打ち合わせの要点

mailto:info@311mn.org
mailto:shin.takeda1857@gmail.com


ZOOMによる配信画面（ 2画面分割イメージ）

4:3スライド
（両端が少しだけ欠けます）
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会場カメラの映像

ZOOM講師の場合は、
ZOOM受信用PCの映像
（Altでメニュー非表示）

・行事終了後にアーカイブ
配信を予定しております。

・PowerPoint資料は、
出典の明示、肖像権への
ご配慮（特に子どもの顔
など）お願いします。
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資料作成のお願い



資料作成のお願い

両端に余裕をもって
作成をお願いします。

1
2

3

・PowerPoint資料は、4:3のサイズで作成をお願いいたします。

・行事終了後にアーカイブ配信を予定しております。

・出典の明示、肖像権へのご配慮
（特に生徒児童の顔写真、転載不可の資料など）をお願いします。



会場・アクセス

エル・パーク仙台 セミナーホール1、セミナーホール2
 〒980-8555 仙台市青葉区一番町4-11-1 仙台三越定禅寺通り館 5階・6階

●公共交通機関でお越しの方
運賃実費をお支払いいたします。領収書をお取り置き
ください。

●自家用車でお越しの方
ガソリン代（20円/km）と高速料金、駐車料金実費を
お支払いいたします。高速料金、駐車料金は領収書を
お取り置きください。

●地下鉄をご利用の場合 : 
仙台市地下鉄南北線「勾当台公園駅」直結
※仙台駅から泉中央駅行きで2駅

●バスをご利用の場合 : 
「商工会議所前」または「定禅寺通市役所前」徒歩3分

●自動車利用の場合
車止めはB1Fにございます。RV車非対応。



(参考)昨年までの録画

(2023)「学校現場での防災学習・震災伝承の充実のために」 (全3回) 
https://youtu.be/FM5lMFifAKw

・平塚真一郎さん（石巻市立青葉中学校校⻑）
・瀬成田実さん（みやぎ教育相談センター所⻑・元中学校教員）
・岸貴司さん（気仙沼高等学校主幹教諭）
・佐藤敏郎さん（大川伝承の会共同代表・元中学校教員）
・西條剛志さん（岩手県大船渡市立大船渡小学校教諭）
・白木次男さん（元福島県南相馬市立公立学校教員）
・池田拓也さん（あすパ・ユース震災語り部隊代表、灘高等学校教員）
・牟田孝子さん（佐賀女子短期大学付属佐賀女子高等学校教員）

(2024)「災害と教育～能登半島地震、東日本大震災を未来に活かす～」
https://youtu.be/dddJ6EFGCGY

・佃拓生さん（釜石市立釜石東中学校校長）
・津守大智さん（宮城県多賀城高等学校教諭）
・猪俣由美さん（福島県立あさか開成高等学校教諭）
・目時千夏さん（福島県立あさか開成高等学校教諭）
・渡部真奈さん（福島県立あさか開成高等学校教諭）
・小川正さん（輪島市教育委員会教育長）

(2025)「災害に向き合う教育の未来～あのとき子どもだった教員・世代が語る～ 」
https://youtu.be/HskXqaztyeM

・佐藤諒さん（岩手県立大槌高校教員）
・佐々木亮さん（大崎市立古川第四小学校教員）
・高橋輝良々さん（宮城教育大学4年生）
・宍戸結実さん（福島大学4年生）
・廣澤孝俊さん（穴水中学校）

https://youtu.be/FM5lMFifAKw
https://youtu.be/dddJ6EFGCGY
https://youtu.be/HskXqaztyeM
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